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(町).出穂期の台風が茎葉中の水分及び炭水化物含量に与える影響

長谷川清三郎*・山口 禎ネキ

Effects of Briny Wind on Rice Plants 

(町).Studies on the content of water and carbohydrate in leaf and culm 

injured by the typhoon at the heading stage 

Seizaburo HASEGAWA and Tadasi YAMAGUTI 

本実験は台風による潮風害試験中昭和32年9月7日来

襲した第10号(暴風雨)の際，固場においたポツ F植の

稲について，その後の水分及び炭水化物(全糖，澱粉)

を測定した.台風が暴風雨となるか暴風となるかは直前

まで予断がつかないことがある.従って本結果は潮風害

はなかったが前報の続報とする.また本台風は本年度最

初のもので，且出穏前でもあったから，準備材料の一部

を供試したので梢々材料不足のうらみはある.なお昭和

32年度は以後台風は来なかった.

材料及び方法

ミホニνキ (2万分の 1ポヅト， 6月30臼1本植，硫
安5g，過石5g，塩加5g全量元把)ポットの港水は9月

下匂まで，以後適時潜水した.

ガラス室内においた上記材料中， 5ポットを9月6日

大豆畑の道路におき8日両びガラス室に戻した.対照区

は終始ガラス室中においたものを当てた，供試部位 1

ポット中10茎(遅けつ茎を除く)をとり，各茎の止菜の

菜身，菜鞘及び止薬の節から穏首までの節聞を用いた.

(但出穂前は第2築).採取時刻は午前10時頃とし，当日

の天候は一様ではないが雨の場合は湾けた.

上記材料を秤量後，直ちに約1000Cの定温乾燥器中に

1時間おきその後約650Cで.24時間乾燥して乾重を求

め，さらにこれを炭水化物定量の試料とした.炭水化物

の定量法は今回は乾燥試料を用いたがその他は前報の方

法1)に準じた.

結果及び芳察

台風は中心がそれ，当地では風速10m余の暴風雨で7

日夕刻が最も激しかった.一般水田の稲は外配的に被害

は殆んどなかったが， ，{:共試ポット稲は草丈も高く稲々 軟

弱な生長をしていたため菜先に若干の裂傷をうけた.ま

た出穏は 1-2日遅くなった(対照区の出穂姶 9月13
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日-15日).

水分台風の翌々日 (9月9日〕から10月18日まで

5回測定し，対照区はその後なお1回行った.葉身，菜

鞘，茎3部位の水分 (Jのは何れも台風にあてた処理区

の方が幾分少ない.葉身と菜鞘では何れも両区間に有意

差を認めるが，茎では測定回数が少いためか有意差は認

められないが前二者と同様に水分は少ないと捻察され

る.この水分の減少は台風後の一時的現象ではなく収穫

期に近い10月18日でも認ゐられる.坪井らめは水耕稲に

強風をあてて菜や穏の水分が減ずることを述べ，志茂山

らめは強風処理後の稲の吸水量は一時的に増加するが3

-5日後には常態に復するか或は反って減少し，後者は

風によって菜の外傷が相当芸いものであったことを報じ

ている.即ち強風によって水分が減少してこれを補うた

めに吸水量は増すが，如何程に回復するかは不明であ

る.本台風は雨を伴ったから蒸散量は風処理よりは少な

く従って水分減少も少なかったと思うが， 3部位の水分

は回復しないことを示している.

次に出穂から登熱中の稲の3部位の水分は菜身く菜鞘

く茎で，これは処理区でも全く同傾向を示した.またこ

の期間に莱身と葉鞘では水分が漸減するが，茎では反対

第 1表 水 分 (/の

月日| 葉身 | 茎
C T I C T C T 

9. 9 71.3 69.7 78.4 一， 
13 71. 7 70.1 78.5 72.3 

28 66.3 66.3 73.0 70.9 76.1 73.5 

10. 8 67.6 66.0 72.2 67.9 77.5 72.0 

18 67.4 66.5 72.5 69.7 79.1 79.8 

28 .69.1 72.2 82.5 

備考哩 C…対照区 '1'..・処理区.

9月9日， 13日は第2葉，その他は

止葉(以下同じ〉
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第2表 全 糖 (対乾物?の

月日| 葉身 | 葉鞘 茎
C '. T I C T C T 

9. 9 13.1 11.8 8.8 11.3 

13 11.9 12.5 7.2 7.2 

28 10.9 11.9 6.9 8.4 14.4 17.2 

10. 8 8.4 9.4 7.8 6.9 20.4 15.6 

18 8.4 9.7 6.3 5.3 12.5 11.3 

28 8.4 3.1 6.3 

に漸増の傾向を示した. 3部位を一括した茎菜水分の変

化については石塚ら心は漸減を認めている.即ち生理作

用の減退は水分減少と並行するが，茎の場合も当然それ

を予期していたが反対に水分が増加したのは，茎中の移

行成分が急速に穏へ移行してゆくので相対的に水分が増

したようにみえ，茎中の水の絶対量はやはり減少したと

考える.

炭水化物 3部位の全糖及び澱粉含量は処理区の方が

多い傾向を示した.同化産物の生産の場である菜身は台

風によって何等かの一作用こそうけ+作用をうけたとは

考えられない.従って同化作用は少くとも低下すると考

lえられる.かかる事実について松島らωは強風処理をう

けた稲が10日後に於ても未だに同化能力が低いことを述

べ， 'iた著者らは昭和31年9月10日の台風(暴風雨)に

あてたポット稲(主稗第3莱)について，台風の翌日で

は同化能力は低いが翌々日以後では回復しはじめたもの

と未だに回復しないものとがあることを認めた.しかし

前者といえども特に匝盛になったことはない(未発表). 

従って被害程度によって少くとも一時は同化作用が表え

ることは事実である.それにも拘らず本実験結果は処理

6区の方が炭水化物の含量が多い.著者らはまた昭和30年

9月30日台風の影響で潮風害をうけた水田稲に於いて，

'全糖，澱粉含量が3部位ともに被害直後一時は急減した

がその後急増して被害前に略々等しいか或はそれ以上に

増加したのを認めた1)かかる事実から同化産物は穏へ

の移行を若干妨げられ，これは茎築中に貯蔵的な状態で

つ時存在しているのではないかという推察は益々強くな

ってきた.しかし各部位の含量の時期的な推移は大体漸

減の傾向を示しているから処理区といえども穏への成分

の移行は幾分妨げられたが略々順調に進んだものと思わ

れる.

摘要

本実験は水稲の出穂直前に台風(暴風雨〕にあてたも

のについて，その後の水分と炭水化物含量を測定した.

茎葉3部位別の水分は処理区の方が対照区よりも常に
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第3表; 澱白川粉 (同前)

一
月

T 

9. 9 8.1 9.1 

13 3.4 11.9 

28 2.2 4.0 8.5 9.4 

10. 8 2.2 4.5 7，4 10.3 

18 2.5 1.9 5.0 2.5 

28 1.3 2.0 

若千少く，その後回復の見込は殆んどない.また3部位

別に水分の多少をみると菜身の含量は最も少く茎は最も

多く菜鞘は両者の中間にあたり，これらの差は何れも僅

少であるが全て有意差をもっている.

全糖と澱粉含量は処理区の方が多い傾向を示した.こ

れは前報の結果とともに出穏期或はその後に台風をうけ

た稲は穏への同化産物の移行が若干妨げられて3部位に

貯蔵的な状態で一時存在しているものと思われる.
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Summary 

By the data from Sep. 9 to Oct. 18， water content 
in thre巴 parts(leaf-blade， leaf-sheath and cu1m) of 
rice plant struck by a typhoon was always le<s than 

that of normal one. On the contrary there was the 

tendency that carbohydrate content of injured Eam-

ple was more than that of normal one. This tende_ 

ncy had we found alw in th巴caEeof the briny wind 

in 1955. In that caEe carbohydrate content inthree 

parts had decreaEed temporarily， but increased.E口on
up to or.more than before struck by the briny wind. 

.From theE巴factsit is considered that photosynthetic 

products in leaf and stem were Elight1y prevented 

from going into ears by a typhocn and~accumulated 

in three parts foピ Eom巴 time.(KakogawaE~:peri­
mental Farm， Re己巴ived'Aug. 25; 1958) コi


